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土

屋

蓼

霞

六
月

十

八
日
午
前

十
時
柏
原
停

車
場

に
下
車
、
信
濃

野
尻
村

に
向

ふ
、

十

一
時
半

頃
野
尻
舘
★

着
、

湖

水
★

産

ハ
ヤ

の
醤

油
煮

に

て
辨
當

を

濟

ま

す

（
一
皿
金
六
銭
也

）

午
後

一
時

舟
を
需

め
辨
天

島

に
行
く
、
舟

夫

は
小
松

屋
と

て
年

頃

五
十
位

の
小

さ
き
人
な

り
き
。

「
コ
ノ
フ

ネ

ヤ

ス
ベ
リ
ガ

ヨ
オ

ゴ

ワ
ス
」
と
自

分

の
舟

の
速
力

早
き
を

自
慢

し

つ
ゝ
仝

じ
姿

勢

に

て
終
始

怠

り
な
く
舟

を
辨

天
島

ヘ
と
進

め
ぬ

島

に
着

き

二
時
間
後

の
再
來

を
約

し
て
舟
夫

は
戻

る
、
湖

畔

の
柳
を

前
景

に
飯
綱
山

を
遠
景

に
急

ぎ

一
枚

ス
ケ

ッ
チ
す
、
宇

賀
神

社

に
參

詣
す

、
巨

樹

繁
茂

し

て
若
草
深

く

一
種

異
樣

の
感

に
打

た
れ

ぬ
、
島

の
東

に
至

り
鉛

筆

し
て
又

ス
ケ
ッ
チ
せ

ぬ
、
寫

生
終

り
し
頃
舟

夫
來
り
け

れ
ば
又
舟
中

の

人
と
な

る
、
歸

途
た
ま
た
ま

舟

を

止

め
形
拙

き

ス
ケ

ツ
チ
を

な
し

つ
ゝ
陸

に
上

る
、
湖
畔

に
て
斑

尾
山
を
寫

す
、
夕
暮

野
尻
館

に
歸

る
、
此

の
日

の

渡

舟
料
金
貮

拾
銭

也
。

野
尻
館

の
宿
泊

料
金
參

拾

五
銭

也
。

　
　
　

『
み
づ

ゑ
』
の
曰
く
　

　
大
阪
　
富

岡

洗

帆

僕

は
『
み
づ

ゑ
』
の
第

二
だ
。
僕

の
主
人

の
處

に
は
僕

の
中
間

が
五

十
程
居

る
が
、
其
内
で

僕
が

一
番

古
參

だ
、
毎
月

一
人
（
?
）
づ
ゝ
增

し
て
行
く

が

近

頃

は
中

々
美

し
く
な

つ
た
。
全
體

、
主

人

は
前
か
ら
畫

は
好

だ

つ
た
け

れ
ど
僕
を
知

ら

な
か

つ
た
、
そ
し

て

一
番

初

め
に
知

ら
れ
た

の
は
僕

だ
。

發
行

さ
れ

て
間

も
な
く
、
或

る
中
學
生

に
買

は

れ
た

が
、

程
無
く
其

人
が

中
學

を
卒
業

し
て
歸

國

し
た

の
で
、
僕

は
中
學

世
界

ゃ
其
他

の
雜

誌
と

一

緒

に
下
宿

屋

に
残

さ
れ
た
、
す

る
と
其
後
、

今

の
主
人
が
來

て
、
宿

の
婆

さ
ん

か
ら
僕

を
貰

つ
て
、
大

切

に
今
迄
持

っ
て
居

る

の
み
な
ら
ず

、
そ
れ

か
ら

は
熱

心
な
『
み
づ

ゑ
』
讀
者

に
な

り
、
今

日

に
至

つ
た
理
由

だ
。
尤

も

其

頃

は
、

下
宿

屋

の
婆

が
、
僕

の
表

紙
が
硬

い
の
で

、
團
扇

の

代

り

に

「
か
ん

て
き

」
の
火

を
起
す

に
使

つ
て
居
た

の
て
、
實

に
無
禮
な
奴

だ

つ
た

が
、
流

石

の
僕

も
之

に
は
閉

口
し
た
、
蛟

龍

も
雲

が
無
け
れ
ば

天

ヘ
登
ら

ず

で
、
幸

ひ
主

人

に
助
け
ら
れ

た
樣

な
も

の
ゝ

、
表
紙

な
ど
燒

け
穴

が
明

い
て
、

其

の
頃

の
紀
念

に
な

つ
て
居

る

の
さ
…
…

失
敬

　
　
　
　

ふ

と

浮

ん

だ
感

想

　

長

崎
　
T

E
、
K

A

生

〇

七
十
五
號
で
山
宮

君
が

言
は
れ
た

や
う
に
、
我
國

の
文
壇

の
比
較
的
進

ん
で

ゐ
る

に
不
拘

、
繪
畫

の
後

れ

て
ゐ

る
と
が
甚
だ

し

い
。
新

し

い
思
想

を
抱

い
て
る
人

々
に
は
大
變

不
滿

足
で

あ

る
ら

し

い
、
け
れ
共
是
等

は
手

近

で
言

つ
て
見
れ
ば
春
鳥
會

の
幹

部
諸

君

及
び
其
れ

と
同
等

の
人

々
の
責

で

あ

つ
て
、
我

々
が
如
何

程

ヤ
キ

モ
キ
し
て
も
、

終

に
我

々
に
は
手
を
出

す
權

利

は
な

い
の
で
あ
ら

う
、
ま

た
、

這
麼

事
を
言

ふ
権

利
も
な

い
の
か

も

知
れ

な

い
。


